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 体育大会に向けての結団式を５月１日に実施。実行委員会の団決定の演出により団色が

決定。９年生の団長を中心とした応援団が全校をグイグイとリード！！まだ、初々しい１
年生も、結団式では、本気の発声！熱気に満ちた結団式となりました。５月３０日（土）

（雨天時は３１日（日）に延期）の体育大会本番にご期待ください。！！ 

 「少しでもみんなが楽しめるように。」 
「体育大会に向けて、気持ちを高めよう。」
といった思いを伝えるために、実行委員の
皆さんは、打ち合わせを続け、作業を繰り
返しました。おかげで立派な結団式になり
ました。実行委員の皆さん、ありがとう！ 

あたたかい学園から生まれる挑戦！体育大会取組開幕！ 



  

 

①団長の願い、スローガンに込めた願い 
「こんな体育大会にしたい。」 

②「自分はこうがんばる。ここを見てほしい。」 
③相手の団へのメッセージ 

＜ 白団団長 ＞ 

 

①負けても勝ってもいい雰囲気で向かいたい。 

 後期の生徒は周りを見て全体を笑顔にしてほ

しい。前期の児童はとにかく目標に向かって頑

張ってほしい。 

②日常生活、事前取組をとにかく頑張る。まずは

自分がたくさん笑って一笑懸命取り組む。 

③相手も自分たちも向かう方向は同じ。全員で高

め合う体育大会にしたい。でも、最後は勝負！

赤団のすべてに上回りたい。 

＜ 赤団団長 ＞ 
 

①「証」とは、はっきりさせること。自分たちの

絆、努力、強さを見ている人、過去の自分、未

来の自分に示す。 

②日常生活では、いろんな場面を完璧にしたい。

１番を目指す。本番は誰よりも明るく、面白い

団長でありたい。団の強みを引き出したい。 

③高め合う相手でいてほしい。向かうところは 

同じ。赤白の違いはあるが、高め合う仲間で 

いてほしい。 

 

＜実行委員長＞ 

①こんな体育大会にしたい。 

「挑戦したい」と思える学園の雰囲気を普段

の練習から作りたい。 

②学園のみんなへのメッセージ 

 団に関係なく、いろいろな係に挑戦していこ

う。競技でも挑戦を繰り返し、みんなで高め合

い、支え合い、温かい学園を目指そう。 

③地域の方へのメッセージ 

 前期・後期関係なく、みんなが一生懸命動き、

挑戦する姿を見てほしい。たくさんの地域の方

に見に来ていただき、地域を元気づけたい。 
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＜ 赤団前期団長 ＞ 
 

①一人ひとりが主役。どんどん目標、優勝に向か

っていく体育大会にしたい。 

②声を出して、堂々と動いて、 

みんなをリードするところを 

見てほしい。 

③令和になってから、赤が 

ずっと勝っていると聞く。 

その歴史を続けたい。 

＜ 白団前期団長 ＞ 
 

①勝っていても負けていても笑顔。悔いのない体 

育大会にしたい。 

②人の心を読んで、声をかけ、

人を思いやる力を見てほし

い。 

③応援も総合も声かけも 

全て負けません。 


